








治史や社会経済史を中心に膨大な研究が積み重ねられてきた。その一方で、具体的な地域レベルでの変化のあり方については、これまで必ずしも十分検討されてきたわけでは い。むろん、拠点城館や街道の整備などに代表される変化はこれまでも指摘されてきたが、地域のあらゆる事象を視野に入 、全体としてどう変化していっのかという点については、未検討な部分が多いといえよう。こうした点から、近年では中近世移行期の地域 に対して諸方面から関心が高まりつつある。
　近年の地域史研究では、文献史学、考古学、歴史地理学、城郭研





要道の変遷を検討し、それまで主要道 なっていた鎌倉街道上道が享徳の乱あたり 境に重要性を低下させたこ 、新たに小田原や江戸を中心とした街道が整備され、それと同時並行して拠点城館が遷したことを明らかにした
（２）
。市村氏は、四国全域の城館分布と交通































国府町、岩切城など府中 中心部であり、利府地域その のを具体的に検討したものは少ない。検討対象時期も鎌倉・南北朝期が中心であり、戦国期から近世にかけて 研究はやは 少な の 現状である。
　以上のことから、城館と街道を中心に戦国期 利府地域の構造を













（註２）齋藤慎一『中世東国の道と城館』 （東京大学出版会、二〇一〇年） 。（註３）市村高男「四国における中世城館と交通」 （橋口定志編『中世社会へ
の視角』高志書院、二〇一三年） 。
（註４）そうしたなか、東北福祉大学岡田清一ゼミナールの一連の地域研究
活動は、歴史学に限ったものではないものの、宮城県を中心とした東北の地域史研究として貴重な成果である（ 『岡田ゼミナール研究年報』全三九輯 東北福祉大学。三九輯 二〇一七年） 。












」 （ 『歴史学研究』五三四号、一九八四年） 、入間
田宣夫・大石直正編『よみがえる中世七
　みちのくの都多賀城・松






た。陸奥府中の研究は、 「留守家文書」 「余目家文書」という希有な文献史料が残されているうえに、多賀城や岩切周辺には多くの中世遺跡や石造物などが残されており、発掘調査件数も多いことから、極めて進んでいる。それらの成果に基づき、主として鎌倉・南北朝期の陸奥府中の空間構造が詳細に明らかにされている（図１） 。
　陸奥府中の領域は、東は塩釜浦、西は岩切余目付近、南は七北田
川を挟んで八幡荘と接し、北は宮城郡と黒川郡の郡境という広大なものであり、その大半が宮城郡高用名に含ま とされる。府中の東西南北の境界には、東宮・西宮・南宮・北宮 四つの神社が祭られ、これらはすべて陸上・水上の交通路に関連していた。そのなかで利府地域は、陸奥府中の北部に位置し、北の玄関口にあ る地域であった。利府の「惣の関」は、中世陸奥 南 交通の大動脈である奥大道の関所が置かれたと考えられる重要な場所で、北宮もそのすぐ近くに所在しており、まさに陸奥府中の北の境界域 あった。
　陸奥府中の中心部は、古代の多賀城より西側、岩切・新田付近で










































  角テ大さきより朔の上様、宮きへ馳給ふ、府中山、いたやとをりヲ、大木を りふさくといへとも、事ともせす、そうの関へ御出張候間、留守殿おそれたてまつり、陣ヲ引退給ふ 其儘村岡ニ成、兄弟いせい無申計、
　これは「奥州余目記録」の有名な一節で、室町期の応永年間の陸










































（2） 「和賀義綱代某軍忠状」 、 「和賀義綱代野田六郎左衛門尉着到軍忠状」
（ 『仙台市史』資料編一古代中世、一九二・一九三号、鬼柳文書）など。
（註

































































































　しかし、 当時の一次史料をみる限りでは、 戦国末期に至っても 「利
府」 と記されることは い うである。留守政景が高森城 （岩切城）の城主であったことから「高森殿」と呼称されたことは有名だが、利府に移転してからもなお「高森殿」と呼ばれ おり、 「利府殿」と記すも は今の ころ見出せない。
　では、どのように表現されているのか。実は、政景やその在所に




















































28） 『貞山公治家記録』巻之二十上（ 『伊達治家記録』二、宝文堂 四五
一頁） 。
（註
29） 「留守氏家譜」 『水沢市史』七 一三二頁）など。
（註






1（） 「伊達政宗書状写」 （ 『仙伊』七七 号、 『引証記』十四）
（註
12） 「伊達政宗書状」 （ 仙伊』七七九号、湯目家文書） 。
（註
11） 「伊達政宗書状写」 （ 『仙伊』七八〇号、 『引証記』十四） 。
（註
11）仮にそうだとすると、豊臣 権による奥羽支配の骨格が定まった奥


























る （図２） 。公園 範囲内には東西二 のピークがあり、 東側は 「桜
の園」 、西側は「頂上広場」と現在名付けられており、それぞれ東西一〇〇ｍほどの規模をもつ広い曲輪となっているが、東側の方がやや高くなっている。そのため、東側が主郭とされることが多い。この二つのピークを中心として、さらに周囲に大小の曲輪、帯曲輪状の平坦地を配するという構造になっている。両者の間には谷が入っていることから、これが両者を遮断する堀切の役割を果たしていたと考えられる。
　狭義の利府城はこの範囲となるが、本堂氏の縄張図ではさらに西



























けている南側であることは間違いないだろう。大手も南側のどこかにあったはずである。こ 南麓には、留守氏当主や重臣・家臣団の屋敷が広がり、特に利府小学校の場所に留守氏の屋敷があった可能性が以前からたびたび指摘されている。何らかの施設があってしかるべき場所である 、考古学的な所見もなく、古地図などを見ても詳細は不明であるため、ここ は可能性が高いという程度にとどめておく。
　城跡の北麓にも何らかの施設があった可能性がある。北麓は東西







































19）千田嘉博 戦国期城郭の地域性 同 織豊系城郭の形成』東京大学









一九九八年） 、中澤克昭『中世の武力と 』 （吉川弘文館、九年） 、 中井均・齋藤慎一 歴史家 城歩き』 （高志書院、 二〇 六年）
など。
（註








鶴城、菅谷城が登場する。江戸初期 記録ながら 家臣の父や祖父の代の出来事が記されてい 点で ある程度信憑性 あ 料といえよう。南宮館は、 「上南宮」と登場し、留守景宗 仕えた小畑七郎左衛門・丹後が在城し たと う
）12
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社の裏、 南北に一〇〇ｍほど続く細長い 「１」 が城内最大の曲輪で、ほぼ平坦であるが北側がやや高くなっている。 「１」は北端で西北方向へ曲がるが そのあたりが城内の最高所となっており、大きな堀切「㋐」が設けられ る（写真１） 。こうしたことから、 「１」を主郭と考えてよいのではな だろうか。こ 大きな堀切は堀底道のようになっており、 「１」の最高所北側直下を経て東側にある小さな曲輪「３」へ繋がって る。そこからさらに東側へ尾根が延びているが、新幹線のトンネル直上 状況 よくないため、未調査である。
　「１」の大きな堀切の向かい側にあるのが「２」である。小規模
な曲輪で、 内部の削平は甘いものの、 西端にやや小規模な堀切 「㋑」が明瞭に残っている（写真２） 。そ 先にも曲輪が続い たと思われ、一部が 存し も の、利府高校の敷地内として破壊されており 詳細は不明である。いずれの曲輪も土塁はみられな 。
　古地図や航空写真をみると、主郭を中心に西北と東に尾根が延




































































































などの別当となっていることが確認できる。つまり、天正元年の自性院の中興という事態は、戦国期の一般的な修験寺院の動向と合致しているものといえ、明記 されていないが利府の領主た 留守氏が中興に積極的に関わった可能性が高いのではな だろうか
　次に、 利府城下町の住人についてみてみたい。 前掲文禄四年の 「宮





















  右、惣吉義、先祖多賀御城主様御時代、当郡岩切村町場之節、御百姓ニ相立、右町検断弐拾九代引続相勤候由申伝処、弐拾九代目宇佐美彦兵衛代 文亀年中当利府町江取移 不相替検断相勤候由ニ 座候得共、文亀何年ニ候哉、右年月并彦兵衛以前廿八代之名前共ニ相知兼申候、依而彦兵衛代ゟ御書上仕候、文亀元年ゟ当安永三年迄弐百七拾弐年ニ罷成申 事（後略）
　これによると、宇佐美家はもともと岩切町（多賀国府町）の検断







小幡土佐守の父は、天童氏滅亡の際に利府へ移住して「御百姓」となったとされている。天童氏の とは 天正十二年 最上義光が天童頼久を滅ぼした出来事を指 と思われる。留守氏を頼っ 落ち延びてきたはずであり、天正十年代 利府城・城下町が留守氏の拠点となっ い 傍証にもなろう。
　以上、 文禄四年六月の 「宮城之郡利府之郷検地名寄牒」 および 『安
永風土記』に見える内容から、少 くとも戦国末期には近世の宿と同じ場所、つまり城と水田地帯を挟んでやや離れた位置に城下町といえる場がある程度形成されていたと考えてよいのではないだろうか。そして、留守氏家臣団や塩竈神社関係者の一部の移住、宇佐美彦兵衛のような留守氏 繋がりの深い町人の移住、小幡熊蔵家のような他地域からの移住、円城寺のような寺社の建立・中興などによって、町の基礎が徐々に形成されていったことも同時にうかがわれよう。
　こうした城と城下町のあり方は、同時期のほかの城と城下町と比



































の戦国都市」 （大石直正・小林清治編 『陸奥国の戦国社会』 高志書院、二〇〇四年）などにも詳しい。
（註
58） 「宮城郡利府本郷風土記御用書出」 （ 宮城県史 二四、三七〇頁） 。
（註










だろうか。戦国期の利府城下町は近世の利府宿と同じ場所に存在した可能性が高いことを先に指摘したが、そうであるならば、当然当時のこの地域の主要道、つまりは戦国期の奥大道もこ 城下町を通ってい はずである。よって、近世の利府宿と石巻街道との関係は、戦国期段階の構造を継承して成立したもの るのが妥当だろう。
　この点に関して、 聖護院門跡准后道興の紀行文である 「廻国雑記」















近世の石巻街道沿い ある。そうなると、 「 」 ら「もろおへの道筋は、ほぼ近世の石巻街道と重 こと なる。第一章で述べたが、中 奥大道の具体的な道筋は諸説あり 菅谷から北上して沢乙、利府城直下へ山裾を伝っていく 筋が有力視されているようだが、以上の検討から戦国期にはすで 近世の石巻街道とほぼ同様の道筋になっていたといえるのではなかろうか。現在も「大 」という地名が残され ることも、それを示唆す
　さて、この奥大道・近世の石巻街道と深い関係にあると思われる
城館が、利府城のほかにもう一つある。それが、摂津守館 ある。摂津守 は 「惣 関」を見下ろす山上に築か ており、奥大 ・近世の石巻街道をより直接押さえる めに築 れた城館であることは、一目瞭然である。先述 よう 縄張構造から 在地領主の居城というよりも、 監視のための関所的な性格を持つ城館といえよう。
　これらの街道は、これまでの研究でもしばしば言及されてきたも


















な道筋なのか。 『安永風土記』には、砂押川沿いに北上し、黒川郡吉岡へと至る主要道が記されている。利府宿から深山館の直下を経由して砂押川に掛かる深山橋を渡る東西道が仙台城下から延びる道と合流 、 沿いに北上していくのである。この街道は、県道三号線など黒川郡と利府方面を繋ぐ道とし 現在も継承されている。第一章で掲げた中世陸奥府中の復元図において 、川沿いに筋が記されているが、江戸時代の道筋を参考に記したものなのだろう。
　だが、戦国期においては、これとは別の道の方が重要だった可能




道のことで、江戸時代には存在しており、近代においても生活 として頻繁に利用されていたが、砂押川沿いの道が車道とし 整備されるに至り廃れていったと う。利府町側の登 口は、町内沢乙の沢乙公民館脇の坂と道珍坊坂の二つ あり、 『安永風土記』によると前者は「深山坂」とし 紹介され、一名「万歳坂」と記される。傾斜がきついので、思わず万歳し しまいたくな ような坂道であ こ から、そう呼ばれるようになったといわれてい 現在も、公民館脇から奥へ行くと、砂岩を削 て造られた急傾斜 道の一部が残っている。公民館の裏には、江戸時代の年号が彫ら た馬頭観音や出羽三山関係の石造物が多数あり、江戸時代に頻繁に 用
されていたことを物語っている。
　この道が戦国期にまで遡るかどうかは不明である。しかし、実は






と、北側の小鶴沢方面 山中から延びてくる「長根街道」は、深山館の北側で分岐して、道珍坊坂、深山坂、深山館と深山坂の間にある坂、深山館の南端に鎮座する熊野神社の参道とし の坂など複数の坂道を伝って利府の平野部へ至っ る。こうしたことから、深山館周辺が利府の平野部から丘陵部へ登るポイント なっていたことがわかる。さらに注目すべきは、現在の沢乙公民館脇へ至る「長根街道」の一部が分岐して深山館 城内に入っていることである。「長 と深山館の密接な関係がうかがわれよう。深山 の城域は、本来さらに西北側に続いていたと考えられることを先に指摘したが、それとも合致する状況である。
　一方、道珍坊坂と深山館は近接しているものの、直接結ぶような









る。熊野神社 参道は近世のものと思われるので、そうなると「長根街道」から分岐して城内に入り、 「１」と「２」の間の大きな堀切「㋐」を通って「３」を経由して東尾根を進み 道珍坊坂付近に出たことも考えられようか。 『安永風土記』には、深山館が所在する「北橋」に「かな坂」という坂があったことが記されている。これが具体的にどこを指すの 不明だが、場所的にこ 深山館東尾根を利用した坂道であることも考え れる 深山館の東尾 直下には、古代・中世前期の遺跡である 堂遺跡・沢乙遺跡や塩竈神社の十四末社の一つである小刀明神社があるなど、古くから開発されていた様子がうかがわれる め、そのような道筋も十分想定できるだろう。
　いずれにせよ、深山館は、江戸時代に主要道となっていた沢乙か
ら山田を経て黒川郡吉岡方面へ至 砂押川沿いの街道ではなく、丘陵上の道である「長根街道」と密接に関係して築かれた城だった可能性が高い。これは、戦国期においては前者よりも後者 方 重要視されたことを示している。 「長根街道」の起点・終点の小鶴沢に
小鶴沢館なる中世城館が存在していることも、この街道が中世に遡ることを示唆しているといえよう。
　そして、さらに注目したいのは、先に指摘したように、深山館と
摂津守館が利府城の西と東を補うような形で存在していることである。戦国期の利府地域には、北側へ向か 街道としては、奥大道沢乙から山田方面へ至る「長根街道」の二つが存在しており それぞれの出入り口を摂津守館と深山館によって日常的に管理 いた。このような構造を見出すことができ のではないだろうか。
　これまでの検討をまとめてみたい（図７・８） 。戦国期の利府地
域は、留守氏の拠点城館である利府城を中心に 南麓に家臣団の屋敷、湿地を隔てた南側に 下町、東側に摂津守館、西側に深山館を配する構造となっ いた。城下町は近世の利府宿 同じ場所であり、戦国期の奥大道や塩竈神社へ通じる野中大道 密接 かかわって町立てされた。城下町には、多賀国府町から留守氏家臣や被官の町人が移住し、他地 からの移住者も受け入れ、園城寺や自性院などの寺社 建てられ、都市 しての形が徐々に形成されていった。利府から北へ向かうルートは、奥大道 ほかに沢乙から黒川郡山田方面へ出る丘陵上の道（ 「長根街道」 ）が存在し、それぞれに摂津守館と深山館を配して押さえ おり、摂津守館は松島・高城方面への街道も押さえていた。このような空間構造が復元できる では いだろうか。
（註















































氏を頼ってきた。それを けて、政宗は翌年に留守政景、泉田重光らを援軍とし 派遣した。 の援軍派遣 おいては 国分領に隣接する黒川 の黒川領を通らず、大松沢や松山経由で大崎領へ侵攻していった。伊達氏 黒川氏は敵対関係にはなかったが、 侵攻によって黒川氏は伊達氏と敵対するようになり その結果伊達軍は新沼城への籠城を余儀なくされた。そして、結果的には泉田らを人質にして伊達氏と大崎 、その背後にいる最上氏と 和睦が成立すること なった。
　このような戦国末期の政治軍事情勢の変化により、急激に重要性























いて再検討し、そのなかで特に松森の位置づけについて詳しく検討した。その結果、戦国末期の天正十六年 大崎合戦を一つの契機として、 「境目の城」としての松森城の重要性が飛躍的に高まったこと、そのためそれまで利府を経由して黒川郡へと向かっていた奥大道とは別に、松森から直接北上する街道、具体的には松森から黒川郡鍋山周辺を経て同郡明石 小野目に至る街道が新た 整備されたこと、大崎・葛西一揆勃発の際に蒲生氏郷が松森に着陣して黒川郡へ向かっているが、それはこの街道を通った可能性が高いことなどを指摘したのであ （図８） 。
　菅野説と三好説では、松森の位置づけが異なっていることがわか
るだろう。この点について、筆者は松森までの道筋は菅野説に従いたいが、松森以降 道筋について 三好説を妥当なものと考え いる。戦国末期の政治軍事情勢の変化により、利府を経由する奥大道とは別に、松森から直接北上して黒川郡へ至るルートが新た 整備され、両道が主要道として併存する状況が現出したということになる。この「松森ルート」 もいうべき街道の整備 国分領が伊達氏直轄領になったことが大きく影響してい だろう。奥大道は留守領を通 が、 ルート」は伊達氏直轄領である国分領 通るため、伊達氏の意思をよりストレートに反映できる道と うこ になろうか。
　いずれにせよ、戦国末期の奥羽社会が新たに生み出したこの「松




































































































































































































  仙台ゟはらの町、りふ、高城、ふかや、ぬか塚、かん取、寺崎 柳津 ひねうし、まいや、大いぬ川原 つや 大や けせ沼、気仙中
　【史料
（1】から四年後の伝馬手形である。仙台から気仙（陸前高







いったことがわかる。 「利府之郷」の三ヶ村への分離も、これと関連して起きた可能性があろう。筆者が調べた限りでは、 「松森ルート」は【史料９】以後は見出せていないが、近世奥州街道が整備されるまで 、この街道こそ主要道であったことは間違いないだろう。おそらく、近世奥州街道はこの「松森ルート」を前提に再編・整備されて生まれたものと思われる。その一方で、中世の奥大道、「長根街道」などは、近世では「田舎道」 地位に転落していったことになろう（図８） 。
　こうした変化にともない、利府地域はさらに新たな性格を帯びる
















69）国分内乱については、菅野正道「 「国分盛重」と国分氏の滅亡」 （ 『仙
台郷土研究』復刊一八巻二号、一九九三年） 、佐藤貴浩「戦国期国分氏家中の動向と伊達氏」 （ 『駒沢史学』七一号 二〇〇八年）を参照。
（註
71）むろん、まったく新規に開削された道ではないだろう。天文十二年















が確認できる（ 「伊達政宗黒印状」 『市史せんだい』ｖｏｌ．二一、伊達政宗文書補遺四八号、正楽寺文書） 。
（註
71） 「伊達政宗知行宛行黒印状写」 （ 『仙伊』参考三八号、仙台市博物館所
蔵伊東家文書） 。
（註
75） 「伊達政宗知行配分日記」 （ 『仙伊』三六三二号、宇和野家文書） 。
（註
76） 「伊達政宗過書黒印状」 （ 『仙伊』一〇〇八号、佐藤文書） 。
（註







79） 「伊達政宗伝馬黒印状」 （ 『仙伊』一一〇五号、天理図書館所蔵伊達家
文書） 。
（註
81） 「伊達政宗伝馬黒印状」 （ 『仙伊』一二八五号、須江家文書） 。
（註
8（） 「伊達政宗伝馬黒印状」 （ 『仙伊』一三二九号、北海道開拓記念館所蔵
斉藤家文書） 。
（註
82） 「伊達政宗書状」 （ 『仙伊』一八八六号、仙台市博物館所蔵文書） 。
（註





が、以上の検討結果から、これまで不明瞭な点が多かった当該期利府地域史について、ある程度明らか することができたのではないだろうか。今後は、なお不明瞭な留守氏の利府移転 問題や慶長期の利府地域の実態を解明していくことが重要 課題 一つと思われる。
　「はじめに」の問題意識と比べて、狭い範囲における個別具体的
な事例検討の比重が高くなってしまっ それでも、本稿の限界を認識しつつ、今後さらに地域ごとの事例 （＝ミクロな視点）を積み重ね、数郡レベル 広域的な社会 変容のあり方を全国的な視野のもとに検討（＝マクロな視点）していくことが必要と考えている。政治史研究に偏重しがちな奥羽の中近世移行期研究だが、それを地域史レベルで語るための第一歩として本稿を位置づけ い。〔付記１〕
　本稿は、二〇一七年度竹井ゼミ（日本史総合演習Ⅰ・Ⅱ）の研究
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　第五十号
　二〇一八年十二月
活動の成果でもある。また、東北学院大学中世史研究会第五三回大会（二〇一八年七月一日）にて研究報告を行い、さまざまなご教示をえた。記して感謝したい。なお、本稿に掲載した竹井ゼミ作図の深山館の縄張図は、出典を明記さえすれば引用・転載は自由とする。縄張図 引用・転載についてはさまざまな見解が存在するが、今後も竹井ゼミ、あるいは竹井個人で作成し 縄張図については、いずれも出典明記のうえ引用・転載自由とする。〔付記２〕
　本稿は、科研費（若手（Ｂ） ） 「東北地方における中世城館関係史
料の基礎的研究」 （研究代表者・竹井英文） 研究成果の一部である。
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